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一

概
説

１

条
約
の
成
立
経
緯

国
際
労
働
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
は
、
政
府
、
使
用
者
及
び
労
働
者
の
三
者
の
代
表
を
構
成
員
と
す
る
国
際
機
関
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

(1)
三
者
の
間
の
議
論
を
通
じ
、
多
く
の
国
際
労
働
基
準
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
）
を
設
定
し
、
船
員
を
含
む
労
働
者
の
労
働
条
件
及
び
職
業
環
境

の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。

船
員
に
関
す
る
既
存
の
国
際
労
働
基
準
を
統
合
し
た
海
上
の
労
働
に
関
す
る
実
効
性
の
高
い
国
際
労
働
基
準
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
高

(2)
ま
る
中
、
平
成
十
八
年
（
二
千
六
年
）
の
第
九
十
四
回
総
会
（
海
事
総
会
）
で
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

２

条
約
締
結
の
意
義

こ
の
条
約
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
船
員
に
関
す
る
既
存
の
国
際
労
働
基
準
を
統
合
し
、
国
際
的
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
労
働
基
準
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
寄
港
国
に
よ
る
検
査
等
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る

こ
と
は
、
国
際
海
運
の
分
野
に
お
い
て
平
等
な
競
争
条
件
を
確
保
し
つ
つ
船
員
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
の
見
地
か
ら
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

条
約
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
主
要
な
義
務
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

我
が
国
の
船
舶
に
お
い
て
労
働
す
る
船
員
の
労
働
条
件
が
こ
の
条
約
の
定
め
る
最
低
基
準
を
満
た
す
も
の
と
な
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

(1)

我
が
国
の
領
域
内
に
あ
る
船
員
の
募
集
及
び
職
業
紹
介
の
た
め
の
機
関
が
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
す
る
形
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

(2)

我
が
国
の
船
舶
に
つ
い
て
条
約
に
基
づ
き
検
査
を
行
い
、
証
書
を
発
給
す
る
こ
と
。

(3)

こ
の
条
約
に
基
づ
き
他
の
国
が
発
給
す
る
証
書
を
認
容
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
が
こ
の
条
約
を
批
准

(4)
し
て
い
る
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
よ
り
も
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

４

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

こ
の
条
約
は
、
三
十
以
上
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
加
盟
国
が
批
准
し
、
か
つ
、
批
准
国
の
商
船
船
腹
量
の
合
計
が
総
ト
ン
数
で
世
界
の
商
船
船
腹
量
の
三
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
を
発
効
要
件
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
商
船
船
腹
量
に
係
る
要
件
は
、
既
に
充
足
済
み
で
あ
り
、
ま
た
、
批
准
国
数
に
係
る
要
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件
に
つ
い
て
も
、
関
係
国
に
お
い
て
批
准
の
た
め
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
約
の
発
効
後
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
国
の
船
舶
は
、
締

約
国
の
港
に
お
い
て
検
査
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
る
国
の
船
舶
に
比
べ
て
一
層
詳
細
な
検
査
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
条
約
を
早
期
に
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。

５

他
の
国
際
約
束
と
の
関
係

こ
の
条
約
は
、
船
員
の
労
働
条
件
に
関
す
る
広
範
な
内
容
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
他
の
多
く
の
国
際
約
束
と
関
係
す
る
。
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
条
約
は
、
大
正
九
年
（
千
九
百
二
十
年
）
か
ら
平
成
八
年
（
千
九
百
九
十
六
年
）
ま
で
の
間
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約
の
第
十

(1)
条
に
列
挙
さ
れ
る
三
十
七
の
条
約
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
三
十
七
の
条
約
の
う
ち
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
千
九
百
二
十
年
の
最
低
年
齢
（
海
上
）
条
約
（
第
七
号
）
」
（
平
成
十
二
年
（
二
千
年
）
六
月
五
日
に
、
就
業
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
最
低
年
齢

に
関
す
る
条
約
（
第
百
三
十
八
号
）
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
廃
棄
）

「
千
九
百
二
十
年
の
失
業
補
償
（
海
難
）
条
約
（
第
八
号
）
」
（
昭
和
三
十
年
（
千
九
百
五
十
五
年
）
八
月
二
十
二
日
に
我
が
国
に
つ
い
て
効
力
発

生
）「

千
九
百
二
十
年
の
海
員
の
職
業
紹
介
条
約
（
第
九
号
）
」
（
大
正
十
一
年
（
千
九
百
二
十
二
年
）
十
一
月
二
十
三
日
に
我
が
国
に
つ
い
て
効
力
発

生
）「

千
九
百
二
十
一
年
の
年
少
者
（
海
上
）
の
体
格
検
査
条
約
（
第
十
六
号
）
」
（
大
正
十
三
年
（
千
九
百
二
十
四
年
）
六
月
七
日
に
我
が
国
に
つ
い

て
効
力
発
生
）

「
千
九
百
二
十
六
年
の
海
員
の
雇
入
契
約
条
約
（
第
二
十
二
号
）
」
（
昭
和
三
十
年
（
千
九
百
五
十
五
年
）
八
月
二
十
二
日
に
我
が
国
に
つ
い
て
効

力
発
生
）

「
千
九
百
三
十
六
年
の
最
低
年
齢
（
海
上
）
改
正
条
約
（
第
五
十
八
号
）
」
（
平
成
十
二
年
（
二
千
年
）
六
月
五
日
に
、
就
業
が
認
め
ら
れ
る
た
め

の
最
低
年
齢
に
関
す
る
条
約
（
第
百
三
十
八
号
）
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
廃
棄
）

「
千
九
百
四
十
六
年
の
船
舶
料
理
士
資
格
証
明
条
約
（
第
六
十
九
号
）
」
（
昭
和
五
十
一
年
（
千
九
百
七
十
六
年
）
一
月
二
十
九
日
に
我
が
国
に
つ
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い
て
効
力
発
生
）

「
千
九
百
四
十
六
年
の
健
康
検
査
（
船
員
）
条
約
（
第
七
十
三
号
）
」
（
昭
和
三
十
一
年
（
千
九
百
五
十
六
年
）
二
月
二
十
二
日
に
我
が
国
に
つ
い

て
効
力
発
生
）

「
千
九
百
七
十
年
の
災
害
防
止
（
船
員
）
条
約
（
第
百
三
十
四
号
）
」
（
昭
和
五
十
四
年
（
千
九
百
七
十
九
年
）
七
月
三
日
に
我
が
国
に
つ
い
て
効

力
発
生
）

「
千
九
百
七
十
六
年
の
商
船
（
最
低
基
準
）
条
約
（
第
百
四
十
七
号
）
」
（
昭
和
五
十
九
年
（
千
九
百
八
十
四
年
）
五
月
三
十
一
日
に
我
が
国
に
つ

い
て
効
力
発
生
）

こ
の
条
約
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
条
約
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
締
結
し
、
か
つ
、
廃
棄
し
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
第
六
十
九
号
、
第
七
十
三
号
、
第
百

(2)
三
十
四
号
及
び
第
百
四
十
七
号
は
、
こ
れ
ら
の
各
条
約
の
規
定
に
従
い
、
こ
の
条
約
の
我
が
国
に
つ
い
て
の
効
力
発
生
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
締

結
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
。

二

条
約
の
内
容

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
十
六
箇
条
、
五
章
か
ら
成
る
規
則
及
び
規
範
並
び
に
付
録
か
ら
成
る
。
本
文
は
、
こ
の
条
約
全
体
に
適
用
さ
れ
る
原
則
、
義
務

及
び
条
約
上
の
手
続
事
項
を
定
め
て
い
る
。
規
則
は
、
分
野
別
に
具
体
的
な
原
則
及
び
目
的
を
定
め
、
ま
た
、
規
範
は
、
規
則
を
実
施
す
る
具
体
的
方
法
を
定

め
て
い
る
。
こ
の
条
約
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

本
文一

般
的
義
務
（
第
一
条
）

(1)

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
の
第
六
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
の
条
約
の
規
定
を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
。

定
義
及
び
適
用
範
囲
（
第
二
条
）

(2)

こ
の
条
約
に
お
け
る
「
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
」
、
「
海
上
労
働
証
書
」
、
「
船
員
」
等
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
条
約
は
、
原

則
と
し
て
、
全
て
の
船
員
並
び
に
商
業
活
動
に
通
常
従
事
す
る
全
て
の
船
舶
で
あ
っ
て
軍
艦
、
漁
船
及
び
伝
統
的
構
造
の
船
舶
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
適
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用
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

基
本
的
な
権
利
及
び
原
則
（
第
三
条
）

(3)

加
盟
国
は
、
自
国
の
法
令
の
規
定
が
、
こ
の
条
約
と
の
関
係
に
お
い
て
、
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交
渉
権
の
承
認
、
強
制
労
働
の
撤
廃
、
児
童
労
働
の

廃
止
並
び
に
雇
用
及
び
職
業
に
関
す
る
差
別
の
撤
廃
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

船
員
の
雇
用
に
つ
い
て
の
権
利
及
び
社
会
的
権
利
（
第
四
条
）

(4)

全
て
の
船
員
は
、
安
全
な
職
場
、
公
正
な
雇
用
条
件
、
適
切
な
労
働
条
件
及
び
生
活
条
件
並
び
に
社
会
的
な
保
護
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
。
加
盟

国
は
、
自
国
の
管
轄
権
の
範
囲
内
で
、
当
該
権
利
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
に
従
っ
て
完
全
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

実
施
及
び
執
行
の
責
任
（
第
五
条
）

(5)

加
盟
国
は
、
自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
船
舶
及
び
船
員
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
令
そ
の
他
の
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て

い
る
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
よ
り
も
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
な
方
法
で
責
任
を
果
た
す
旨
規
定
し
て
い
る
。

規
則
並
び
に
規
範
Ａ
部
及
び
規
範
Ｂ
部
（
第
六
条
）

(6)

規
則
及
び
規
範
Ａ
部
の
規
定
は
、
義
務
的
な
も
の
と
し
、
加
盟
国
は
、
規
範
Ａ
部
の
関
連
規
定
に
定
め
る
方
法
で
各
規
則
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
義

務
的
な
規
定
で
は
な
い
規
範
Ｂ
部
の
規
定
に
つ
い
て
妥
当
な
考
慮
を
払
う
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
規
範
Ａ
部
に
定
め
る
方
法
で
各
規
則
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
に
別
段
の
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
、
規
範
Ａ
部
の
規
定
と
実
質
的
に
同
等
な
自
国
の
法
令
の
規
定
又
は
他
の

措
置
を
通
じ
て
規
範
Ａ
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

船
舶
所
有
者
団
体
及
び
船
員
団
体
と
の
協
議
（
第
七
条
）

(7)

船
舶
所
有
者
団
体
及
び
船
員
団
体
と
の
協
議
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
条
約
の
特
例
、
適
用
除
外
又
は
他
の
弾
力
的
な
適
用
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
内
に

代
表
的
な
船
舶
所
有
者
団
体
又
は
船
員
団
体
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
委
員
会
（
第
十
三
条
）
と
の
協
議
を
通
じ
て
の
み
、
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。効

力
発
生
（
第
八
条
）

(8)
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こ
の
条
約
は
、
三
十
以
上
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
そ
の
商
船
船
腹
量
の
合
計
が
総
ト
ン
数
で
世
界
の
商
船
船
腹
量
の
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
商

船
船
腹
量
以
上
と
な
る
も
の
の
批
准
が
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

効
力
発
生
の
効
果
（
第
十
条
）

(9)

こ
の
条
約
は
、
既
存
の
三
十
七
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
５

参
照
）
。

(1)

特
別
三
者
委
員
会
（
第
十
三
条
）

(10)

国
際
労
働
機
関
の
理
事
会
は
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
の
政
府
、
船
舶
所
有
者
及
び
船
員
の
代
表
者
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
立
し
、
当
該
委

員
会
を
通
じ
て
こ
の
条
約
の
運
用
を
検
討
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

最
終
条
項
等
（
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
）

(11)

こ
の
条
約
の
廃
棄
、
寄
託
、
改
正
及
び
正
文
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

２

船
舶
に
お
い
て
労
働
す
る
船
員
に
関
す
る
最
低
限
の
条
件
（
第
一
章
）

最
低
年
齢
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(1)

1.1

1.1

1.1

船
員
の
最
低
年
齢
を
十
六
歳
と
す
る
と
と
も
に
、
十
八
歳
未
満
の
船
員
の
労
働
を
制
限
し
て
い
る
。

健
康
証
明
書
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(2)

1.2

1.2

1.2

船
員
は
、
海
上
に
お
け
る
職
務
遂
行
に
医
学
上
適
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
有
効
な
健
康
証
明
書
の
所
持
が
要
求
さ
れ
る
。

訓
練
及
び
資
格
（
第

規
則
）

(3)

1.3

船
員
は
、
訓
練
を
受
け
、
又
は
資
格
を
有
し
な
い
限
り
、
船
舶
に
お
い
て
労
働
し
て
は
な
ら
な
い
。

募
集
及
び
職
業
紹
介
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(4)

1.4

1.4

1.4

船
員
は
、
無
料
の
募
集
及
び
職
業
紹
介
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
運
営
さ
れ
る
全
て
の

募
集
及
び
職
業
紹
介
の
た
め
の
機
関
を
監
督
し
、
及
び
規
制
し
、
並
び
に
関
連
す
る
苦
情
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
の
制
度
及
び
手
続
が
存
在
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
。

３

雇
用
条
件
（
第
二
章
）
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船
員
の
雇
用
契
約
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(1)

2.1

2.1

2.1

加
盟
国
は
、
船
員
が
公
正
な
雇
用
契
約
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
く
、
関
連
す
る
要
件
及
び
船
員
の
雇
用
契
約
に
含
ま
れ
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
法

令
を
制
定
す
る
。

賃
金
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(2)

2.2

2.2

2.2

船
員
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
を
確
保
す
べ
く
、
賃
金
が
一
箇
月
以
内
の
間
隔
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
等
、
支
払
に
関
係
す
る
要
件
を
定
め
て
い
る
。

労
働
時
間
及
び
休
息
時
間
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(3)

2.3

2.3

2.3

加
盟
国
は
、
船
員
の
労
働
時
間
の
基
準
を
一
週
間
当
た
り
一
日
の
休
日
及
び
公
の
休
日
に
お
け
る
休
養
を
伴
う
一
日
八
時
間
を
基
礎
と
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
加
盟
国
は
、
船
員
の
労
働
時
間
に
関
す
る
基
準
の
遵
守
を
監
視
す
る
た
め
、
船
員
の
労
働
時
間
の
記
録
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
た

だ
し
、
船
長
は
、
船
員
に
対
し
、
安
全
の
確
保
又
は
遭
難
船
舶
及
び
遭
難
者
に
対
す
る
援
助
に
必
要
な
労
働
に
そ
の
時
間
の
長
さ
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
従

事
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

休
暇
に
つ
い
て
の
権
利
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(4)

2.4

2.4

2.4

加
盟
国
は
、
船
員
の
年
次
休
暇
に
関
す
る
最
低
基
準
を
定
め
る
法
令
を
制
定
す
る
。
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
の
権
利
は
、
一
箇
月
の
雇
用
に
つ
き
最

低
二
・
五
日
を
基
礎
と
し
て
適
当
な
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
。

送
還
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(5)

2.5

2.5

2.5

加
盟
国
は
、
船
員
の
雇
用
契
約
が
国
外
で
終
了
し
た
場
合
等
の
一
定
の
場
合
に
は
、
当
該
船
員
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
送
還
さ
れ
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

船
舶
の
滅
失
又
は
沈
没
に
係
る
船
員
へ
の
補
償
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(6)

2.6

2.6

2.6

加
盟
国
は
、
船
舶
所
有
者
が
各
船
員
に
対
し
、
船
舶
の
滅
失
又
は
沈
没
に
よ
り
生
ず
る
失
業
に
対
す
る
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
確
保
す
る
。

船
員
の
配
乗
の
水
準
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(7)

2.7

2.7

2.7

加
盟
国
は
、
船
舶
が
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
航
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
が
十
分
な
数
の
船
員
を
有
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
。
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船
員
の
経
歴
及
び
技
能
の
向
上
並
び
に
雇
用
の
機
会
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(8)

2.8

2.8

2.8

加
盟
国
は
、
船
員
の
経
歴
及
び
技
能
の
向
上
並
び
に
雇
用
の
機
会
の
増
大
を
奨
励
す
る
た
め
の
国
内
政
策
を
有
す
る
。

４

居
住
設
備
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
、
食
料
及
び
料
理
の
提
供
（
第
三
章
）

居
住
設
備
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(1)

3.1

3.1

3.1

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
の
居
住
設
備
（
暖
房
、
照
明
、
寝
室
、
食
堂
、
医
務
室
等
）
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
に
関
す
る
最

低
基
準
を
満
た
す
こ
と
並
び
に
当
該
最
低
基
準
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
法
令
を
制
定
す
る
。
ま
た
、
権
限
の
あ
る
機

関
は
、
船
員
の
居
住
設
備
が
良
好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
た
だ
し
、
船
舶
の
構
造
及
び

設
備
に
関
連
す
る
要
件
は
、
関
係
す
る
加
盟
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

食
料
及
び
料
理
の
提
供
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(2)

3.2

3.2

3.2

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け
る
食
料
及
び
飲
料
水
の
供
給
が
量
、
栄
養
価
、
品
質
及
び
種
類
に
関
し
て
適
当
な
も
の
と
な
る
こ
と
を

確
保
す
る
。
船
舶
所
有
者
は
、
船
舶
料
理
士
と
し
て
勤
務
す
る
船
員
が
関
係
す
る
加
盟
国
の
法
令
に
定
め
る
要
件
に
従
い
訓
練
さ
れ
、
資
格
を
有
し
、
及

び
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
食
料
、
飲
料
水
及
び
関
連
設
備
に
つ
い
て
頻
繁
な
検
査
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
検
査
が

記
録
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

５

健
康
の
保
護
、
医
療
、
厚
生
及
び
社
会
保
障
に
よ
る
保
護
（
第
四
章
）

船
舶
及
び
陸
上
に
お
け
る
医
療
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(1)

4.1

4.1

4.1

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
い
て
労
働
す
る
船
員
に
つ
い
て
陸
上
の
労
働
者
が
一
般
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
の
保
護
及
び
医

療
と
可
能
な
限
り
同
等
の
も
の
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
加
盟
国
は
、
全
て
の
船
舶
が
医
療
機
器
等
を
備
え
る
こ
と
、
百
人
以
上
の
人

員
を
乗
船
さ
せ
、
か
つ
、
通
常
三
日
間
を
超
え
る
国
際
航
行
に
従
事
す
る
船
舶
に
は
医
師
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
、
医
師
を
乗
船
さ
せ
な
い
船
舶
に
は
医
療

を
担
当
す
る
船
員
又
は
応
急
医
療
を
行
う
能
力
を
有
す
る
船
員
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
及
び
海
上
の
船
舶
が
無
線
通
信
又
は
衛
星
通
信
に
よ
る
医
学
的
助
言

を
一
日
二
十
四
時
間
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

船
舶
所
有
者
の
責
任
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(2)

4.2

4.2

4.2
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加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
の
船
舶
所
有
者
が
、
船
員
の
雇
用
に
起
因
す
る
傷
病
に
関
し
て
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
等
の
最
低
基
準
に
従
っ

て
、
船
員
の
健
康
の
保
護
及
び
医
療
に
関
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
た
だ
し
、
国
内
法
令
は
、
一
定
の
場
合
に
関
し
て
船
舶
所
有
者
に
責
任

を
負
わ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
及
び
安
全
の
保
護
並
び
に
災
害
の
防
止
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(3)

4.3

4.3

4.3

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
つ
い
て
の
政
策
及
び
計
画
の
策
定
等
を
対
象
と
す
る
法
令
の
制
定
等
を

行
う
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
職
業
上
の
災
害
、
負
傷
及
び
疾
病
に
関
す
る
報
告
、
統
計
の
作
成
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

陸
上
の
厚
生
用
施
設
の
利
用
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(4)

4.4

4.4

4.4

加
盟
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
厚
生
用
施
設
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
全
て
の
船
員
が
当
該
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
用
施
設
の
更
な
る
開
設
を
促
進
す
る
。

社
会
保
障
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(5)

4.5

4.5

4.5

加
盟
国
は
、
自
国
の
事
情
に
応
じ
、
自
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
全
て
の
船
員
に
対
し
、
社
会
保
障
に
よ
る
保
護
を
提
供
す
る
た
め
の
措
置
を
と

る
。
加
盟
国
は
、
二
国
間
及
び
多
数
国
間
の
協
定
等
に
よ
り
、
船
員
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
に
係
る
法
令
に
関
す
る
他
の
規
則
を
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

６

遵
守
及
び
執
行
（
第
五
章
）

実
質
的
に
同
等
な
規
定
を
通
じ
て
規
範
Ａ
部
を
実
施
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
の
条
約
の
第
六
条
３
及
び
４
の
規
定
は
、
こ
の
章
の
規
範
Ａ
部
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

旗
国
の
責
任

(1)

一
般
原
則
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ｲ)

5.1.1

5.1.1

5.1.1

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
お
け
る
船
員
の
労
働
条
件
に
関
す
る
検
査
及
び
証
明
の
た
め
の
効
果
的
な
制
度
を
構
築
す
る
。
加
盟
国

は
、
当
該
制
度
の
構
築
に
当
た
り
、
公
の
機
関
又
は
他
の
団
体
に
対
し
、
検
査
又
は
証
明
書
の
発
給
を
行
う
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
上
労

働
証
書
は
、
船
舶
が
そ
の
旗
国
で
あ
る
加
盟
国
に
よ
る
検
査
を
正
当
に
受
け
て
お
り
、
及
び
こ
の
条
約
上
の
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
す
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る
証
拠
と
な
る
。

認
定
さ
れ
た
団
体
の
権
限
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ﾛ)

5.1.2

5.1.2

5.1.2

の
公
の
機
関
又
は
他
の
団
体
（
以
下
「
認
定
さ
れ
た
団
体
」
と
い
う
。
）
は
、
能
力
及
び
独
立
性
に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
権
限
の
あ

(ｲ)
る
機
関
が
認
定
し
た
も
の
と
す
る
。
加
盟
国
は
、
認
定
さ
れ
た
団
体
が
行
う
業
務
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
及
び
認
定
さ
れ
た
団
体
を
監
督

す
る
た
め
の
手
続
を
定
め
る
。

海
上
労
働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ﾊ)

5.1.3

5.1.3

5.1.3

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
国
外
の
港
を
利
用
す
る
航
行
に
従
事
す
る
も
の
に
対
し
、
海
上
労

働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
を
備
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
海
上
労
働
証
書
は
、
五
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
発
給
さ
れ
、
そ
の
効
力

は
、
中
間
検
査
の
対
象
と
な
る
。
中
間
検
査
の
範
囲
及
び
程
度
は
、
海
上
労
働
証
書
の
更
新
の
た
め
の
検
査
と
同
等
の
も
の
と
す
る
。
海
上
労
働
証
書

に
添
付
さ
れ
る
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
は
、
権
限
の
あ
る
機
関
が
こ
の
条
約
の
規
定
を
具
体
化
す
る
国
内
的
な
要
件
等
を
明
示
し
て
作
成
す
る
第

Ⅰ
部
及
び
船
舶
所
有
者
が
当
該
要
件
の
継
続
的
な
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
と
る
措
置
を
明
示
し
て
作
成
す
る
第
Ⅱ
部
か
ら
成
る
。
海
上
労
働
証
書

は
、
船
舶
の
構
造
又
は
設
備
を
実
質
的
に
変
更
す
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
効
力
を
失
う
。
船
舶
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
を
遵
守
せ
ず
、
か
つ
、
要
求

さ
れ
た
是
正
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
と
い
う
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
に
対
す
る
海
上
労
働
証
書
は
取
り
消
さ
れ
る
。

検
査
及
び
執
行
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ﾆ)

5.1.4

5.1.4

5.1.4

加
盟
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
関
し
、
こ
の
条
約
上
の
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
含
む
検
査
の
制
度
で
あ
っ
て
、
船
員
に

係
る
条
件
に
関
す
る
も
の
を
維
持
す
る
。
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
資
質
を
有
す
る
十
分
な
数
の
検
査
員
を
任
命
す
る
。
検
査
員
は
、
不
備
の
是
正
を
要

求
す
る
こ
と
、
そ
の
不
備
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
重
大
な
違
反
に
当
た
る
場
合
に
は
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
る
ま
で
出
港
を
禁
止
す
る
こ
と
等
を
行

う
権
限
を
有
す
る
。

船
舶
内
に
お
け
る
苦
情
に
関
す
る
手
続
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ﾎ)

5.1.5

5.1.5

5.1.5

加
盟
国
は
、
国
内
法
令
に
よ
り
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
が
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
違
反
に
つ
い
て
申
し
立
て
る
船
員
の
苦
情
を
取
り
扱
う
た
め

の
船
舶
内
に
お
け
る
手
続
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
加
盟
国
は
、
苦
情
を
申
し
立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
の
船
員
に
対
す
る
い
か
な
る
種
類
の
迫
害
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も
禁
止
し
、
及
び
処
罰
す
る
。

海
難
（
第

規
則
）

(ﾍ)

5.1.6

加
盟
国
は
、
負
傷
又
は
死
亡
を
も
た
ら
し
た
重
大
な
海
難
で
あ
っ
て
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
原
則
と
し

て
、
当
該
調
査
の
最
終
報
告
を
公
表
す
る
。

寄
港
国
の
責
任

(2)

港
に
お
け
る
検
査
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ｲ)

5.2.1

5.2.1

5.2.1

加
盟
国
の
港
に
寄
港
す
る
外
国
船
舶
は
、
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
遵
守
状
況
を
検
討
す
る
た
め
、
寄
港
国
に
よ
る
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ

る
。
当
該
検
査
は
、
原
則
と
し
て
、
海
上
労
働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守
措
置
認
定
書
の
審
査
に
限
る
。
有
効
な
海
上
労
働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守

措
置
認
定
書
が
提
示
さ
れ
な
い
場
合
、
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
不
履
行
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
明
白
な
理
由
が
あ
る
場
合
並
び
に
こ
の
条
約
の
義

務
の
不
履
行
に
係
る
苦
情
が
あ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
一
層
詳
細
な
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
権
限
の
あ
る
職
員
は
、
不
備
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
是
正
を
す
べ
き
期
限
を
付
し
て
船
長
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
重
大
な
違
反
等
に
当
た
る
場
合
に
は
、
権
限
の
あ

る
職
員
は
、
船
舶
が
出
航
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
り
、
そ
の
旨
を
旗
国
に
通
報
す
る
。
加
盟
国
は
、
船
舶
を
不
当
に
抑
留
し
、
又

は
そ
の
出
航
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
努
力
を
払
う
。

陸
上
に
お
け
る
船
員
の
苦
情
の
取
扱
い
に
係
る
手
続
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(ﾛ)

5.2.2

5.2.2

5.2.2

船
員
は
、
こ
の
条
約
上
の
義
務
の
違
反
に
関
す
る
苦
情
を
寄
港
し
た
港
に
お
け
る
権
限
の
あ
る
職
員
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
船
舶
に
よ
る
こ

の
条
約
上
の
義
務
の
重
大
な
違
反
等
に
よ
っ
て
当
該
船
舶
を
出
航
さ
せ
な
い
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
船
舶
内
の
段
階
で
苦
情
が

解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
権
限
の
あ
る
職
員
は
、
旗
国
に
通
報
し
、
助
言
及
び
是
正
の
た
め
の
行
動
計
画
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
る
。
そ
の
後
に
お

い
て
も
苦
情
が
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
寄
港
国
は
、
権
限
の
あ
る
職
員
に
よ
る
報
告
の
写
し
を
国
際
労
働
事
務
局
長
に
送
付
す
る
。

労
働
力
の
供
給
に
関
す
る
責
任
（
第

規
則
、
Ａ

基
準
及
び
Ｂ

指
針
）

(3)

5.3

5.3

5.3

加
盟
国
は
、
船
員
の
募
集
及
び
職
業
紹
介
並
び
に
社
会
保
障
に
よ
る
保
護
に
関
す
る
こ
の
条
約
上
の
義
務
を
履
行
す
る
。

７

付
録
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旗
国
が
海
上
労
働
証
書
を
発
給
す
る
前
に
検
査
を
行
う
事
項
、
寄
港
国
に
よ
る
検
査
の
対
象
と
な
る
分
野
、
海
上
労
働
証
書
及
び
海
上
労
働
遵
守
措
置
認

定
書
の
ひ
な
形
並
び
に
記
載
の
例
を
定
め
て
い
る
。

三

条
約
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

１

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
、
船
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。
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（
参

考
）

１

採
択

平
成
十
八
年
二
月
二
十
三
日

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
採
択

２

効
力
発
生

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
現
在

未
発
効
（
三
十
以
上
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
そ
の
商
船
船
腹
量
の
合
計
が
総
ト
ン
数
で
世
界
の
商
船
船
腹
量
の

三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
商
船
船
腹
量
以
上
と
な
る
も
の
の
批
准
が
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
）

３

締
約
国

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
現
在

二
十
箇
国

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ハ
マ
、
ベ
ナ
ン
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
キ
リ
バ
ス
、
リ
ベ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
ナ
マ
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
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